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(57)【要約】
【課題】　失火の恐れなく、状況に応じて予熱炎の強さ
を容易に切換・調整できるガス切断装置を提供すること
。
【解決手段】　ワーク５を切断する切断トーチ１１と、
切断トーチ１１へ供給する燃料ガス、支援酸素及び切断
酸素の各流量を、異なる流量に調整するバルブユニット
２１～２５を有する流量調整手段２０と、切断条件に応
じて、前記複数のバルブユニット２１～２５の内から切
断条件に適したバルブユニットの組み合わせを選択し、
前記切断トーチ１１へ燃料ガス等を供給するバルブユニ
ットを駆動する制御装置１２とを備え、流量調整手段２
０は、燃料ガス等の各流量が着火用流量に設定された少
なくとも一つの着火用バルブユニット２１と、異なる切
断条件の流量にそれぞれ調整された複数の流量変更用バ
ルブユニット２２～２５とを有し、制御装置１２は、全
ての切断条件において着火用バルブユニット２１を必ず
選択するように構成されている。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料ガスと支援酸素による予熱炎によってワークを予熱し、切断酸素によってワークを
切断するガス切断装置であって、
　燃料ガス、支援酸素及び切断酸素を噴射してワークを切断する切断トーチと、
　前記切断トーチへ供給する燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量を、異なる流量に
調整するバルブユニットを複数有する流量調整手段と、
　切断条件に応じて、前記複数のバルブユニットの内から切断条件に適したバルブユニッ
トの組み合わせを選択し、前記切断トーチへ燃料ガス、支援酸素及び切断酸素を供給する
バルブユニットを駆動する制御手段と、を備え、
　前記流量調整手段は、燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量が着火用流量に調整さ
れた少なくとも一つの着火用バルブユニットと、異なる切断条件の流量にそれぞれ調整さ
れた複数の流量変更用バルブユニットとを有し、
　前記制御手段は、全ての切断条件において前記着火用バルブユニットを必ず選択するよ
うに構成されていることを特徴とするガス切断装置。
【請求項２】
　前記複数のバルブユニットは、燃料ガス、支援酸素及び切断酸素用の各開閉弁と、前記
開閉弁と直列に下流側に配置された各手動弁とを有する請求項１に記載のガス切断装置。
【請求項３】
　前記開閉弁は、それぞれ電磁開閉弁である請求項２に記載のガス切断装置。
【請求項４】
　前記切断条件は、ワークの切断面に対する切断トーチのトーチ角度又はワークの実切断
長さを所定範囲で区切って設定されている請求項１～３のいずれか１項に記載のガス切断
装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のガス切断装置を備え、
　前記切断トーチをロボットのハンドに保持し、
　前記制御手段は、前記ワークの切断部分に沿って切断トーチを移動させながら、切断ト
ーチのトーチ角度又はワークの実切断長さの変化に応じた切断条件の流量変更用バルブユ
ニットに自動的に切換えて切断するように構成されていることを特徴とするガス切断ロボ
ット。
【請求項６】
　燃料ガスと支援酸素による予熱炎によってワークを予熱し、切断酸素によってワークを
切断するガス切断方法であって、
　切断トーチに供給する燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量を調整する複数のバル
ブユニットを、少なくとも一つの着火用流量に調整された着火用バルブユニットと、異な
る切断条件の流量にそれぞれ調整された複数の流量変更用バルブユニットとに設定し、
　前記着火用バルブユニットによる燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の切断トーチへの供
給を保ちながら、前記ワークの切断条件に適した組み合わせとなるように前記流量変更用
バルブユニットを切換えてガス切断を行うことを特徴とするガス切断方法。
【請求項７】
　前記切断トーチをワークの切断部分に沿ってロボットで移動させながら、前記切断トー
チのトーチ角度又はワークの実切断長さの変化に応じた切断条件の流量変更用バルブユニ
ットに自動的に切換えて切断するようにした請求項６に記載のガス切断方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料ガスと支援酸素による予熱炎によってワークを予熱し、切断酸素によっ
てワークを切断するガス切断装置とそれを備えたガス切断ロボット及びガス切断方法に関
する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、鋼板や鋼管等の被切断物（この明細書及び特許請求の範囲の書類中においては、
これらを総称して「ワーク」という）の切断、穴開け等、種々の分野でアセチレンガス、
プロパンガス等（以下、これらを総称して「燃料ガス」という）を用いたガス切断が利用
されている。このガス切断は、図５に示すように、切断トーチ１００の先端から噴出させ
る燃料ガス１０１と支援酸素１０２とによる高温の予熱炎１０３によってワーク１０５を
発火温度まで加熱して溶融させ、その予熱炎１０３の中心部から切断酸素１０４を噴射す
ることによって溶融金属を吹き飛ばしてワーク１０５を切断する。
【０００３】
　一方、このようなガス切断で切断するワークは、切断形態、厚み等が多種多様である。
例えば、図６に示すように、板材１１０の上面に対して角度β（例えば、６０°）で管体
１１１を斜めに貫通させて溶接で固定するような場合、板材１１０に設ける貫通穴１１２
と管体１１１との溶接位置において、開先角度をほぼ同じにすることで溶接歪の影響を抑
えるようにしたい。
【０００４】
　そのため、図７(a) ～(e) に示すように、板材１１０の貫通穴１１２の上面１１３と管
体１１１の外面との開先角度がほぼ同じとなるように、貫通穴１１２をガス切断する時に
、板材１１０の上面に対する切断トーチ１００（図５）の切断角度を変化させる必要があ
る。この例では、図６に示すＡ位置からＥ位置において、図７(a) ～(e) に示すように、
Ａ位置では３０°、Ｂ位置では４０°、Ｃ位置では５８°、Ｄ位置では７８°、Ｅ位置で
は９０°、と変化する。
【０００５】
　そうすると、図８に示すように、板材１１０の上面１１３に対して切断トーチ１００の
トーチ角度をθ１～θ４へと傾けると、板材１１０の実切断長さＬが変化する。この例で
は、図示する最短が実切断長さＬ１、最長が実切断長さＬ４となる。そのため、その実切
断長さＬの変化に応じて予熱炎１０３の強さを調整する必要が生じる。しかも、気温差や
湿度等の状況変化によっても予熱炎１０３の強さを調整する必要が生じる。
【０００６】
　一方、このような予熱炎の調整作業は、燃料ガスの量や支援酸素の量を微妙に変化させ
ることで適した予熱炎にできるため、熟練作業者であれば、経験によって適した状態に調
整することができる。しかし、近年、熟練作業者が減少し、最適な状態に予熱炎を調整す
ることが難しくなっている。
【０００７】
　この種の先行技術として、例えば、切断トーチのそれぞれに、予熱酸素および予熱ガス
の流量を調節するコントロールバルブを備えた流量調整装置を設置し、切断トーチ毎に条
件の異なる被切断材の切断を同時に行うことができるようにしたものがある。この先行技
術では、それぞれの切断トーチに設置された流量調整装置の開量を調整して、予熱、切断
、種火の３段階に切り換えられるようにもしている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－８０７６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１では、一つの切断トーチに一つのコントロールバルブが
設置された構成であるため、予熱炎の強さを切換・調整する際や切断トーチの切換え時に
失火する恐れがある。
【００１０】
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　また、一つの切断トーチに一つのコントロールバルブが設置された構成の場合、例えば
、切断途中に予熱炎の強さを切換・調整する時に一時的に予熱炎が大きく変化し、切断面
に刻み（ノッチ）が生じる場合がある。この場合、切断後に切断面の修正作業が必要とな
り、作業効率が悪化する。
【００１１】
　そこで、本発明は、失火の恐れなく、状況に応じて予熱炎の強さを容易に切換・調整で
きるガス切断装置とそれを備えたガス切断ロボット、及びガス切断方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明のガス切断装置は、燃料ガスと支援酸素による予熱
炎によってワークを予熱し、切断酸素によってワークを切断するガス切断装置であって、
燃料ガス、支援酸素及び切断酸素を噴射してワークを切断する切断トーチと、前記切断ト
ーチへ供給する燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量を、異なる流量に調整するバル
ブユニットを複数有する流量調整手段と、切断条件に応じて、前記複数のバルブユニット
の内から切断条件に適したバルブユニットの組み合わせを選択し、前記切断トーチへ燃料
ガス、支援酸素及び切断酸素を供給するバルブユニットを駆動する制御手段と、を備え、
前記流量調整手段は、燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量が着火用流量に調整され
た少なくとも一つの着火用バルブユニットと、異なる切断条件の流量にそれぞれ調整され
た複数の流量変更用バルブユニットとを有し、前記制御手段は、全ての切断条件において
前記着火用バルブユニットを必ず選択するように構成されている。この明細書及び特許請
求の範囲の書類中における「切断条件」は、「切断長さ」、「切断トーチ角度」、「被切
断材の材質」などによって設定した条件をいう。
【００１３】
　この構成により、全ての切断条件において、着火用バルブユニットは必ず選択・駆動さ
れるので、切断条件によって流量変更用バルブユニットの組み合わせを変更したとしても
、いずれの組み合わせでも常に着火用バルブユニットから着火用流量の燃料ガス、支援酸
素及び切断酸素が供給されているので、切断条件に応じて予熱炎の強さを切換・調整する
際に、失火することがないように構成することが可能となる。
【００１４】
　また、前記複数のバルブユニットは、燃料ガス、支援酸素及び切断酸素用の各開閉弁と
、前記開閉弁と直列に下流側に配置された各手動弁とを有していてもよい。
【００１５】
　このように構成すれば、燃料ガス等の流量は各手動弁の開度を予め調整しておくことに
より調整が可能となる。しかも、各手動弁の開度を調整することでガス切断施工中におい
ても調整が可能であり、燃料ガス流量等の微調整が可能となる。
【００１６】
　また、前記開閉弁は、それぞれ電磁開閉弁であってもよい。
【００１７】
　このように構成すれば、自動機等において、電磁開閉弁を切換えることによって、燃料
ガス等の流量を各手動弁で予め調整した流量に切換えることができ、ガス切断の自動化を
促進することが可能となる。
【００１８】
　また、前記切断条件は、ワークの切断面に対する切断トーチのトーチ角度又はワークの
実切断長さを所定範囲で区切って設定されていてもよい。
【００１９】
　このように構成すれば、ガス切断において燃料ガス等の流量調整が必要となる重量な要
因であるワークの実切断長さ、又はトーチ角度によって変わるワークの実切断長さに応じ
て設定された切断条件から、バルブユニットの組み合わせを容易に選択・駆動して燃料ガ
ス等の流量を調整することが可能となる。
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【００２０】
　一方、本発明のガス切断ロボットは、前記いずれかのガス切断装置を備え、前記切断ト
ーチをロボットのハンドに保持し、前記制御手段は、前記ワークの切断部分に沿って切断
トーチを移動させながら、切断トーチのトーチ角度又はワークの実切断長さの変化に応じ
た切断条件の流量変更用バルブユニットに自動的に切換えて切断するように構成されてい
る。
【００２１】
　この構成により、切断長さが変化するワークの切断部分に沿って切断トーチを移動させ
、その切断トーチのトーチ角度又ワークの実切断長さの変化情報に応じて流量変更用バル
ブユニットを自動的に切換えながらガス切断を行うことができる。
【００２２】
　一方、本発明のガス切断方法は、燃料ガスと支援酸素による予熱炎によってワークを予
熱し、切断酸素によってワークを切断するガス切断方法であって、切断トーチに供給する
燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量を調整する複数のバルブユニットを、少なくと
も一つの着火用流量に調整された着火用バルブユニットと、異なる切断条件の流量にそれ
ぞれ調整された複数の流量変更用バルブユニットとに設定し、前記着火用バルブユニット
による燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の切断トーチへの供給を保ちながら、前記ワーク
の切断条件に適した組み合わせとなるように前記流量変更用バルブユニットを切換えてガ
ス切断を行う。
【００２３】
　この構成により、着火用流量に設定された少なくとも一つの着火用バルブユニットから
燃料ガス等を常に供給しながら、予め異なる切断条件の流量にそれぞれ調整した複数の流
量変更用バルブユニットを切換えながらガス切断を行うので、流量変更用バルブユニット
を切換えるときには常に着火用バルブユニットから供給される燃料ガス等で予熱炎を保ち
ながら各切断条件に応じた強さの予熱炎に切換えることが可能となる。つまり、流量変更
用バルブユニットの切換え時に失火することなく切換えることができる。
【００２４】
　また、前記切断トーチをワークの切断部分に沿ってロボットで移動させながら、前記切
断トーチのトーチ角度又はワークの実切断長さの変化に応じた切断条件の流量変更用バル
ブユニットに自動的に切換えて切断するようにしてもよい。
【００２５】
　このように構成すれば、切断長さが変化するワークの切断部分を、ロボットで流量変更
しながら自動的にガス切断を行うことができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、切断条件に応じたバルブユニットの組み合わせを選択・駆動するとき
に、常に着火用のバルブユニットによって所定の強さの予熱炎が保たれるので、切断条件
の変更時も常に予熱炎を安定して保つことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係るガス切断装置を備えたガス切断設備の全体構成図であ
る。
【図２】図１に示すガス切断装置の構成を示す概念図である。
【図３】図２に示すガス切断装置によるワークの切断部分を示す斜視図である。
【図４】(a) ～(h) は、図３に示すワークの切断部分における切断角度の変化を示す断面
図である。
【図５】ガス切断する切断トーチの断面図である。
【図６】ガス切断時におけるワークの切断部分を示す斜視図である。
【図７】(a) ～(d) は、図６に示すワークの切断部分における切断角度の変化を示す断面
図である。
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【図８】切断トーチの角度をワークの切断長さの関係を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。以下の実施形態では、ガス切断装
置の主要構成を模式的に示して説明する。
【００２９】
　図１に示すように、ガス切断装置１０を備えたガス切断設備１としては、多関節のガス
切断ロボット２による自動ガス切断が可能なように構成されている。ガス切断ロボット２
のハンド３の先端に切断トーチ１１が設けられ、この切断トーチ１１によってワーク（管
体）５に穴を開ける状態を示している。このガス切断ロボット２は、制御装置１２と配線
１３で接続され、制御装置１２からの信号で制御されている。
【００３０】
　そして、上記切断トーチ１１には、燃料ガス用配管１５、支援酸素用配管１６、及び切
断酸素用配管１７が、流量調整手段２０を介して接続されている。この実施形態では、上
記燃料ガス用配管１５を二点鎖線、支援酸素用配管１６を一点鎖線、切断酸素用配管１７
を実線で示している。また、この実施形態では、盤状の流量調整手段２０を示している。
この流量調整手段２０には、後述するように複数のバルブユニット２１～２５が設けられ
ている。流量調整手段２０は、上記制御装置１２と配線１４で接続されており、制御装置
１２からの信号でバルブユニット２１～２５が制御されるようになっている。
【００３１】
　図２に示すように、上記流量調整手段２０には、「条件０」と、「切断条件１」から「
切断条件４」までの、５つの条件に調整されたバルブユニット２１～２５が設けられてい
る。この実施形態では、各バルブユニット２１～２５に電磁開閉弁２６～３０と手動弁３
１～３５とが設けられている。電磁開閉弁２６～３０は、制御装置１２からの信号が配線
１４を介して入力され、「開放」又は「閉鎖」のいずれかに切換えられる。手動弁３１～
３５は、電磁開閉弁２６～３０の下流側に設けられており、開放した電磁開閉弁２６～３
０から切断トーチ１１に供給される燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量を個々に調
整できるようになっている。従って、これらの手動弁３１～３５で調整された流量の燃料
ガス、支援酸素及び切断酸素が切断トーチ１１に供給される。
【００３２】
　そして、この実施形態では、図示する左端に設けられた「条件０」のバルブユニット２
１が、燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の各流量が着火用流量に設定された着火用バルブ
ユニット２１となっている。
【００３３】
　また、その横に設けられたバルブユニット２２～２５が、燃料ガス、支援酸素及び切断
酸素の各流量が異なる流量に調整された「切断条件１」から「切断条件４」の各流量変更
用バルブユニット２２～２５となっている。この実施形態では、「切断条件１」から「切
断条件４」へと徐々に予熱炎（図８）が強くなるように流量が調整されている。
【００３４】
　このように構成された流量調整手段２０を備えたガス切断装置１０によれば、切断作業
中は上記「条件０」の着火用バルブユニット２１は常に開放して、着火用流量の燃料ガス
、支援酸素及び切断酸素が切断トーチ１１に供給されるとともに、この着火用バルブユニ
ット２１から供給される燃料ガス、支援酸素及び切断酸素に加え、上記「切断条件１」～
「切断条件４」のいずれかにおいて調整された燃料ガス、支援酸素及び切断酸素が切断ト
ーチ１１に供給される。例えば、「条件０の流量＋切断条件１の流量」、「条件０の流量
＋切断条件２の流量」、「条件０の流量＋切断条件３の流量」、「条件０の流量＋切断条
件４の流量」のいずれかが切断トーチ１１に供給される。
【００３５】
　従って、このように条件０の着火用流量を保ちながら他の切断条件１～４の流量を加え
て所定の予熱炎とすることで、切断条件１～４の切換え時にも着火用流量の燃料ガス、支
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援酸素及び切断酸素によって予熱炎を失火させることなく、必要流量の予熱炎への切換え
をスムーズに行うことができる。
【００３６】
　次に、図３(a),(b) を例に、上記ガス切断装置１０による切断例を説明する。図３(a) 
に示すように、例えば、大径管体５０に対して角度α（例えば、６０°）で小径管体５１
を斜めに接続する場合、小径管体５１の端面は、図３(b) に示すような曲面が連続するよ
うな切断面５２とする必要がある。
【００３７】
　このような例の場合、図４(a) ～(b) に示すように、大径管体５０と溶接する小径管体
５１の開先角度を同様の角度とするには、ガス切断する切断角度を変化させるように切断
トーチ１１のトーチ角度θ（図８）を傾けて切断する必要がある。この例では、上記図３
(b) に示すＡ～Ｈの８個所における切断角度を示している。例えば、Ａ位置では１０５°
、Ｂ位置では１０１°、Ｃ位置では９０°、Ｄ位置では１０１°、Ｅ位置では１０５°、
Ｆ位置では５３°、Ｇ位置では３０°、Ｈ位置では５３°、と変化させる。そのため、こ
の例における切断長さは、９０°が最も短く、３０°が最も長くなり、その間においても
変化する。
【００３８】
　そして、このような例の小径管体５１を切断する場合、上記各位置における切断長さに
より、例えば、Ａ位置からＥ位置までは大きく角度が変化しないため、「条件０＋切断条
件１」の組み合わせで切断する。そして、Ｆ位置では「条件０＋切断条件３」の組み合わ
せで切断し、Ｇ位置では「条件０＋切断条件４」の組み合わせで切断する。そして、Ｈ位
置では「条件０＋切断条件３」の組み合わせに戻して切断する。
【００３９】
　このように、ワーク５の切断面に対する切断トーチ１１のトーチ角度（例えば、図８に
示すθ１～θ４）を傾けることによって変化する切断角度により、実切断長さＬが変化す
るため、切断トーチ１１のトーチ角度θ、又は実切断長さＬの変化を所定範囲で区切り、
その範囲を「条件０」と「切断条件１～４」の組み合わせで切断するようにしている。こ
の実施形態では、切断条件が４つであるため、ワーク５の上面に対して直角の角度から例
えば７０°の範囲までを「切断条件１」、７０°～５５°までを「切断条件２」、５５°
～４５°までを「切断条件３」、４５°以下を「切断条件４」として、その角度範囲毎に
切断条件を変化させる場合を説明している。
【００４０】
　以上のように、上記ガス切断装置１０によれば、着火用流量に設定した着火用バルブユ
ニット２１から燃料ガス、支援酸素及び切断酸素を常に供給しながら、異なる切断条件の
流量にそれぞれ調整された複数の流量変更用バルブユニット２２～２５からの燃料ガス、
支援酸素及び切断酸素を加えるようにしているため、予熱炎の切換え時は常に着火用バル
ブユニット２１から供給される燃料ガス、支援酸素及び切断酸素によって予熱炎が保たれ
るので、失火することなく予熱炎（図８に示す１０３）を切断に適した燃料ガス、支援酸
素及び切断酸素とすることが可能となる。
【００４１】
　また、この流量変更用バルブユニット２２～２５の切換えを電磁開閉弁２６～３０で行
えるようにすることで、ガス切断する被切断材の切断情報（切断角度、実切断長さ等）を
予め制御装置１２に記憶させておくことで、自動的に予熱炎（図８に示す１０３）を変化
させてガス切断することもできる。
【００４２】
　従って、熟練作業者が各切断条件１～４における燃料ガス、支援酸素及び切断酸素の流
量を設定しておけば、熟練ではない作業者や自動機によって熟練作業者と同等のガス切断
作業を行うことが可能となる。
【００４３】
　なお、上記実施形態では、切断条件を４条件とした例を示したが、ワーク５の切断条件
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は作業内容等に応じて決定すればよく、上記実施形態に限定されるものではない。
【００４４】
　また、上記実施形態では、条件０の着火用流量に加えて切断条件１～４のいずれかの流
量を加える例を説明したが、条件０の流量を常に切断トーチ１１へ供給していれば、切断
条件１～４の複数の流量を加えるような組み合わせでもよく、上記実施形態に限定される
ものではない。
【００４５】
　さらに、上述した実施形態は一例を示しており、本発明の要旨を損なわない範囲での種
々の変更は可能であり、本発明は上述した実施形態に限定されるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明に係るガス切断装置は、切断部分の実切断長さが変化するような場合に利用でき
る。
【符号の説明】
【００４７】
　　　　　１　ガス切断設備
　　　　　２　ガス切断ロボット
　　　　　３　ハンド
　　　　　５　ワーク（管体）
　　　　１０　ガス切断装置
　　　　１１　切断トーチ
　　　　１２　制御装置
　　　　１３　配線
　　　　１４　配線
　　　　１５　燃料ガス用配管
　　　　１６　支援酸素用配管
　　　　１７　切断酸素用配管
　　　　２０　流量調整手段
　　　　２１　着火用バルブユニット（条件０）
　　　　２２　流量変更用バルブユニット（切断条件１）
　　　　２３　流量変更用バルブユニット（切断条件２）
　　　　２４　流量変更用バルブユニット（切断条件３）
　　　　２５　流量変更用バルブユニット（切断条件４）
　　　　２６　電磁開閉弁（条件０）
　　　　２７　電磁開閉弁（切断条件１）
　　　　２８　電磁開閉弁（切断条件２）
　　　　２９　電磁開閉弁（切断条件３）
　　　　３０　電磁開閉弁（切断条件４）
　　　　３１　手動弁（条件０）
　　　　３２　手動弁（切断条件１）
　　　　３３　手動弁（切断条件２）
　　　　３４　手動弁（切断条件３）
　　　　３５　手動弁（切断条件４）
　　　　５０　大径管体
　　　　５１　小径管体
　　　　５２　切断面
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